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津
市
で
は
、
令
和
４
年
８
月
に
「
津
市

地
域
脱
炭
素
宣
言
」
を
表
明
し
、
２
０
５

０
年
ま
で
に
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
、

排
出
量
か
ら
吸
収
量
を
差
し
引
い
た
合
計

を
ゼ
ロ
に
す
る「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

実
質
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
市
民

や
事
業
者
、
団
体
の
皆
さ
ん
と
共
に
資
源

循
環
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
、

森
林
環
境
保
全
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
地
域
脱
炭
素
行
動
を
実
践
・
実
行
・
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
脱
炭
素
と
聞
く
と
難
し
く
感
じ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
省
エ
ネ
家
電
の
利
用
や

ご
み
の
分
別
と
い
っ
た
日
常
の
行
動
も
そ

の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

資
源
循
環
、
廃
食
油
の
再
資
源
化
な
ど
の

リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー
ス
活
動
、
太
陽
光

発
電
設
備
購
入
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
、
森
林
整
備
に
よ
る
二
酸
化

炭
素
吸
収
量
の
増
加
分
な
ど
を
Ｊ
ー
ク
レ

ジ
ッ
ト
と
し
て
創
出
す
る
と
い
っ
た
幅
広

い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
こ
れ
ま
で
25
の
事
業
者
・
団
体
と

18
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
締
結
し

て
き
ま
し
た
。
サ
ン
ト
リ
ー
食
品
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
、
協
栄
Ｊ
＆
Ｔ
環
境
と
連
携

し
、
使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
新
た
な

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
水

平
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
現
を
は
じ
め
、
お
ぎ

そ
と
連
携
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
Ｐ
Ｅ
Ｔ
樹
脂

を
使
用
し
た
学
校
給
食
食
器
の
活
用
、
Ｅ

Ｎ
ＥO

Ｓ
と
中
川
油
脂
商
店
と
の
廃
食
油

の
回
収
・
再
資
源
化
、
三
重
ト
ヨ
ペ
ッ
ト

と
の
電
気
自
動
車
な
ど
次
世
代
自
動
車
の

普
及
促
進
、
鹿
島
建
設
と
の
高
炉
セ
メ
ン

ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
活
用
に
よ
る
環
境
価

値
の
創
出
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で

事
業
者
と
協
力
し
な
が
ら
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
69
の
参
画
者
が
集
う
地
域
脱
炭

素
推
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
置
し
、

脱
炭
素
の
取
り
組
み
に
関
す
る
情
報
共
有

や
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。
２
０
３
０
年

度
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
48
％
削
減
を
目

指
し
、
こ
れ
か
ら
も
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
多

様
な
主
体
と
力
を
合
わ
せ
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

川口小学校４年生が容器包装プラスチックの手選別を見学する様子(津市リサイクルセンター)

カーボンニュートラルのイメージ

　汚れや異物が混ざるとリサイクルの品質が
低下するため、手作業で丁寧に取り除き、新
たな資源として活用しています。

どうして手選別するの？
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